
 

『日本の伝統芸能と民族文化財を学ぶ 』 

             （北見真知子先生） 

《１》 講座：第 10 回 風流踊(念仏踊)  

《２》 日時：2026(R08)年 02 月 18 日(水) 10 時~12 時 

《３》 場所：茨木市クリエイトセンター  

《４》 参加者 ：受講生:31 名、CA:2 名 

《５》 概要：10 回目は風流踊(念仏踊)についての講義でした。 

はやいもので、今期の講座は今回で最終回となりました。今回も映像をふんだんに

交えながら、分かり易く講義いただき、風流踊について理解を深めることができま

した。 

なお、風流踊は 2022 年にユネスコ無形文化遺産に登録されています。 

   

《６》 風流踊の読み方について。 

① 「風流」は通常「ふうりゅう」と読みますが、今回の「風流」は「ふりゅう」と読

み、「ふうりゅう」とは区別します。 

② 「ふうりゅう」と「ふりゅう」の違い (日本国語大辞典) 

『ふうりゅう』：雅・わび寂などの文芸的美意識 

「ふりゅう」 ：囃子や踊り・装飾を伴う祭礼文化系の表現 

③ なお、驚くことにこの二つは、1600 年代に区分されていた。 

『日葡辞書(にっぽうじしょ)』：1603 年ころ、イエズス会が長崎で発行したポルト

ガル語による日本語辞書 

「ふうりゅう」：優美な衣類のように目に楽しく優美なこと 

「ふりゅう」 ：囃し物を伴う踊り。または、あらゆる踊り・ 

 

 



 

《７》 風流(ふりゅう) 

① 本来の語源である「風流(ふうりゅう)」から転化した。 

② 中世以降は「浮立」とも記載した。 

③ 室町・江戸期：次第に扮装による装飾性の濃い踊りをもっぱら称するようになる。 

④ ユネスコ無形文化遺産「風流踊」 

     2022 年 12 月の時点で 41 が登録されている。 

     （北海道を除く、日本全国の踊りが登録されている） 

 

   具体的に映像で踊りを鑑賞した 

ア） 永井の大念仏剣舞（岩手県） 

イ） 綾子舞（新潟県） 初期の歌舞伎の姿を留めているのでは 

ウ） 郡上踊（岐阜県） 地元民のみならず観光客も含めて夜通し踊る 

エ） 滝宮の念仏踊（香川県） 雨ごい 

オ） 津和野弥栄神社の鷺舞（島根県） 京都では廃れてしまったが、津和野から逆

輸入して実施されている 

    

 

        

     @@@これらに共通の必須の楽器として「太鼓、鉦、(笛)」がある。 

 

⑤ なお、「文化庁の重要無形文化財の分類」と「ユネスコ無形文化遺産」の定義が異な

り、「風流」の扱いは異なっている。 



 

 

≪8≫風流踊と念仏踊 

  風流踊 

ア）鎮魂・鎮送：盆踊・念仏踊 

イ）太鼓踊など：豊作祈願・雨乞い 

ウ）山鉾・傘鉾：祇園系風流 

 

  念仏踊は、空也、一遍により「踊る宗教」へと変化。 

  （踊りは、法悦が極まるところ自然に起こる動作） 

 

≪9≫ 「踊り念仏」と「念仏踊り」 

「踊り念仏」は、踊り手が鉦を打ち、念仏などを称えながら行う「宗教儀礼」 

 

「念仏踊り」は、念仏などを称え、鉦・太鼓などを鳴らしながら踊る、踊りが主と

なった芸能。「踊り念仏」から展開した。 

 

「中堂寺の六斎念仏(京都)」の映像を鑑賞した。 

 

 

≪10≫ 

① CA さんから、oncc 来年度の現時点で入学可能な教室の案内がありました。 

② 本ブログの写真の一部は、CA の K 様よりご提供いただきました。 

③ 今日は最終回なので、講師（北見先生、玉田先生）を囲んでの食事会を実施しまし

た。 

 

 

④ 最期に、一年を通じての教室運営、見学会（山本能楽堂、彦根城・博物館）、食事

会を滞りなく実施いただいた二人の CA さんに感謝いたします。 

苦労を表にださず、いつも冷静・笑顔で接していただき、ありがとうございました。 

 

 

（ブログ担当：5 班 i） 

 


